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処分組合では、処分場の見学会を積極的に受
け入れています。平成１７年１０月から１１月にかけて
は、多摩地域をはじめとする7校の小学生、約６５０
名が見学に訪れました。二ツ塚処分場の室内で処
分場の役割などについて説明を受けた後、埋立現
場と建設中のエコセメント化施設、さらに埋立を終
了して自然が広がる谷戸沢処分場を見学しました。
全体では１０月・１１月には４０組、約１１００名が見学

に訪れています。また、モンゴルやフィリピンなど海
外からの視察も受け入れました。

処分組合では、処分場の敷地内や周辺の土壌、水質など環境調査の結果をホームページで公表しています。
クイズに挑戦しながら「ごみ処理」について知ることができるコーナーも好評です。ぜひアクセスしてみてください。
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処分組合
組織団体

発行・問い合わせ先
TEL：042-385-5947 FAX：042-384-8449
処分組合ニュースの内容やごみ処理に関するお考えなど、みなさ
まのご意見を、お手紙、FAX、電子メールでお聞かせください。
〒183-0052 東京都府中市新町2-77-1 東京自治会館内
東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合「処分組合ニュース係」

［メールアドレス] sskumiai@tokyo-shobunkumiai.com

この印刷物は環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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二ツ塚処分場・谷戸沢処分場（日の出町）を管理・運営している特別地方公共団体で、多

摩地域25市1町の約390万人の可燃ごみ焼却灰や不燃ごみを、日の出町のみなさまの

協力を得ながら埋立処分しています。みなさまと共にごみ問題の解決に取り組んでいます。

処分組合は組織団体からの負担金で運営されています

主な記事「処分組合」とは…?
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http://www.tokyo-shobunkumiai.com
ホームページをご覧ください

たくさんの
小学生や団体が
処分場の見学に
訪れています

建設中のエコセメント化施設（平成17年11月撮影）。

処分組合では、ごみ焼却灰をリサ
イクルしてセメントをつくる「エコセメン
ト事業」に取り組んでいます。来春稼
働予定のエコセメント化施設の建設
工事も、いよいよ大詰めを迎えました。
施設の建築工事や機械の設置はほ

ぼ終了し、現在は主に電気系統の整
備が行われています｡
１１月９日（水）にはエコセメント利用に
関する説明会を開催し、多摩地域の
自治体関係者や報道関係者など約
100名が参加、説明に耳を傾けました。

ひので肝要の里では、「そば打ち
体験教室」を毎月数回開催していま
す。おいしい水を使って、自分で打っ
たそばを味わうのは、また格別なもの。
そのおいしさに、きっと病みつきになる
ことでしょう。
ご家族や友人お誘い合わせのう

え、ぜひご参加ください。あなたもそ
ば打ち名人になれるかも？

■開催日／土・日（平日応相談） ■定　員／１日7名様限定（要電話予約）
■参加費／2500円（そば打ち体験費、そばの試食代、打ったそばのお土産含む。つるつる温泉割引券付き）

※必ず事前に電話予約をお願いします。

さて、そばの味は？

処分組合の議員は、多摩地域25市1町の議会議員の中から選出されています。

平成17年第2回処分組合議会定例会が10月26日に開かれ、以下の案件について審議しました。

土地の取得について 原 案 可 決

原 案 可 決

平成16年度東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合一般会計歳入歳出決算の認定について 認 　 定

議 決 結 果件 　 　 名

議案と審議結果

谷戸沢処分場では自然観察路を見学。

熱心にメモをとる小学生も。

日の出町長をはじめ、町民のみなさまには、日頃、
処分場の運営に特段のご理解・ご協力をいただ
き、改めて感謝を申し上げます。日の出町および多
摩地域のみなさまに信頼していただける組合の運
営に、全力で取り組んでまいります。

ポイントは「安全管理」
「コスト削減」「ごみ減量」

管理者に就任し、私が重要なポイントと考えてお
りますのは、「安全管理」「コスト削減」「ごみ減量」
の３点です。
安全管理ですが、処分場の埋立などは事故がな

いよう、これまで通りに安全を第一にすすめてまい
ります。また、処分場や周辺環境の保全についても、
公害防止協定に基づき、万全の管理体制を維持し
ており、定期的に環境モニタリング調査を行い、そ
の結果を広く情報提供しています。

コスト削減についてですが、現状として多摩地域
の一人あたりのごみ処理費用は、全国的に見ても
安くはありません。これを、安全管理を維持しなが
ら、どのように圧縮していくかが大きな課題であり、
その解決に尽力していく所存です。
ごみの減量に関しては、リデュース、リユース、リサ
イクルという「３Ｒ」をバランスよく発展させていくこと
が重要だと考えています。現在、多摩地域は全国
でもトップクラスのリサイクル率（２７.７％）を誇ってい
ます。これからは「ごみを発生させない」「使えるもの
はもう一度使う」というリデュース、リユースをより一層浸
透させる取り組みが必要となります。

エコセメント化施設が
いよいよ稼動

いよいよ来春にはエコセメント化施設が稼働とな
り、処分組合の事業も新しい段階を迎えることになり
ます。この事業の目的は、①多摩地域のリサイクルを
さらに進める、②二ツ塚処分場を長く有効に活用す
る、③安全な埋立対策をさらに進める、の３点です。
全国からも注目を集めるこの試みは、資源循環型社
会の実現に向けた大きな一歩となることでしょう。

処分組合では、今後もこうした事業活動をみなさ
まに知っていただく努力をしてまいります。みなさま
もぜひ、「ごみは最終的にどうなるのか？」と関心を
持って、ごみ減量に取り組んでいただきたいと思い
ます。

日の出町

多摩地域 東 京 都 区部

日の出山麓に広がる温泉施設「ひので三
ツ沢つるつる温泉」では、１１月６日（日）に洋
風露天風呂をオープンしました。自然の中で
疲れをいやしてリフレッシュしませんか？
泉質はアルカリ性で、肌がつるつるになる

と評判です。地元の人はもちろん、ハイキン
グの帰りに立ち寄ったり、関東一円から足
を運ぶファンも。パノラマ食堂やリラックスル
ームなどでのんびり休憩もできます。

和風露天風呂。

洋風大浴場「生涯青春の湯」。

10月 4日（火） 平成17年第3回正・副管理者会議
10月 18日（火） 平成17年第3回理事会
10月 20日（木）～27日（木） 二ツ塚処分場敷地内大気中ダイオキシン類調査実施
10月 26日（水） 平成17年第2回処分組合議会定例会
11月 29日（火） 第14回処分組合技術委員会
12月 2日（金） 第18回環境保全調査委員会
12月 19日（月） 第22自治会二ツ塚処分場対策委員会
12月 20日（火） 第3自治会谷戸沢処分場監視委員会
12月 22日（木） 環境データ公表（第2四半期分）

決算額は、歳入額が244億4,878万円（前年比 109.1％増）、歳出額が238億8,804万
円（前年比 118.4％）となりました。平成16年度は、エコセメント化施設工事の中心となる
年度として、施設稼動に向けた取り組みを進めました。

分担金及び負担金
83億9,939万円（34.3%）

清掃総務費
3億2,206万円（1.3%）

都支出金
5億8,970万円（2.4%）

財産･諸収入
1,878万円（0.1%）

組合債
88億1,840万円（36.1%）

合計
244億4,878万円

国庫支出金
58億6,705万円（24.0%）

繰越金
7億5,546万円（3.1%）

エコセメント事業費（＊1）
168億3,354万円（70.5%）

二ツ塚処分場費（＊2）
24億7,612万円（10.4%）

谷戸沢処分場費（＊3）
5億9,085万円（2.5%）

合計
238億8,804万円

議会費・総務費・諸支出金
2億9,638万円（1.2%）

NO.28

平成17年10月に管理者に就任した石川良一管理者（稲城市長）が、その決意と抱負を語ります。

Reduce リデュース ………ごみを出さない
Reuse リユース…………繰り返し使う
Recycle リサイクル ………資源として再生利用する

ひので肝要の里で
そば打ち体験してみませんか

ひので肝要の里 TEL.042-597-5290
日の出町大字大久野4089
営業／10時30分～18時（一部コーナーは16時30分終了）
休／火曜（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月26日〈月〉～1月4日〈水〉）
交通／JR武蔵五日市駅より、つるつる温泉行きバスで約15分
ホームページ http://www.gws.ne.jp/home/kanyou/

お問い合わせ先

11月にオープ
ンした洋風露
天風呂。

公債費
33億6,909万円（14.1%）

＊1…エコセメント化施設建設に関わる経費
［主な事業］・エコセメント化施設建設工事 159億6,014万円

＊2…埋立処理を行っている二ツ塚処分場の運営管理に関わる経費
［主な事業］・埋立処分経費 1億6,359万円 ・仮調整池設置工事 7,875万円

＊3…埋立処理が終了した谷戸沢処分場の維持管理に関わる経費
［主な事業］・生活環境モニタリング調査費 7,158万円 ・ガス抜管整備工事 2,363万円

●二ツ塚処分場土地収用訴訟で東京都が勝訴

二ツ塚廃棄物広域処分場の建設をめぐり周辺住民らが処分場建設の手続に問題があるとして都知事に
よる事業認定と都収用委員会による収用裁決の取消しを求めた訴訟の判決が、平成17年11月25日、
東京地方裁判所でありました。同裁判所は、事業認定及び収用裁決いずれも適法と認定し、原告の請求
を退ける判決を言い渡しました。
この判決について処分組合の石川良一管理者は、次のコメントを発表しました。

「二ツ塚廃棄物広域処分場は、多摩地域の市民400万人が安心して生活するうえで必要、不可欠なもの
であり、判決は処分組合としても極めて妥当なものであると考えています。処分組合としては、今後とも、
最終処分場の安全な運営、管理については、日の出町や地元住民の理解と協力を得て、万全を期してい
きます。」

【 1 面 】新しく管理者に就任した石川良一管理者が、決意と抱負を語ります

【2・3面】多摩環境新時代への確かな歩み

【 4 面 】見学会レポート、日の出だより、議会だよりなど

ひので三ツ沢つるつる温泉
TEL.042-597-1126（イイフロ） 日の出町大字大久野4718
営業／10時～20時（受付は19時まで）
休／火曜（祝日の場合は翌日）
年末年始の営業／12月26日（月）～31日（土）は休館、

1月1日（祝）は9時～17時、
1月2日（月）・3日（火）は10時～20時

入館料金／大人（中学生以上）800円
（3時間まで。超過は1時間ごとに200円）

交通／JR武蔵五日市駅より、つるつる温泉行きバスで約20分
JR五日市線 

武蔵五日市 

つるつる温泉入口 

秋
川
街
道 

ひので三ツ沢 
つるつる温泉 
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肝要の里 

歳 入 歳 出

平成17年度東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合一般会計補正予算（第1号）について

3Rとは?

石川良一管理者（稲城市長）



これまで処分組合では環境に配慮した処分場の管理運営に取り組んできました。
来春には、いよいよエコセメント化施設が稼働を始めます。多摩地域のみなさんとともに、資源循環型社会づくりを推進していきます。

■処分組合の取り組み
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谷戸沢処分場では、昭和５９年から１４

年間にわたり、多摩地域２５市１町から

出るごみの最終処分が行われていまし

た。全体埋立容量は３８０万m3あり、内

陸型処分場では例のない規模の処分

場でした。

平成１０年４月に埋立は終了しました

が、その後も処分組合では適切な維持

管理を継続して行っています。

埋立跡地は２２ヘクタールという広大

な草原となりました。現在では四季を

通じてさまざまな動植物が棲息するよう

になり、秋にはススキが群生し、ノコン

ギクなどの花が咲いています。また、敷

地内に清流復活事業として貯水池を設

け、新たな環境をつくったことで、水辺

を好むコガモやカイツブリ、セキレイ類

といった鳥類やトンボ類が増えました。

処分組合では谷戸沢処分場の開場

以来、動植物の生態系への影響を見

守るため、長期にわたって生態モニタリ

ング調査を行ってきました。これまでに

谷戸沢処分場には１０００種以上の昆虫

類、１００種以上の鳥類が確認されてお

り、その種類は今も増加しています。日

の出町の天然記念物であるトウキョウ

サンショウウオも産卵池の整備などの

保全措置により、現在も産卵を続けて

います。また、処分場の下流には一時

期減少していたゲンジボタルが復活す

るなど、順調に自然の回復が進んでい

ます。

二ツ塚処分場は谷戸沢処分場に代

わる、多摩地域２つ目の最終処分場で

す。平成１０年１月からごみの搬入が始

まり、可燃ごみの焼却灰と破砕された

不燃ごみが、ほぼ毎日５００トンから６００ト

ンほど埋め立てられています。

二ツ塚処分場での埋立事業は、国

内最高水準の管理体制のもと、安全

を第一に運営しています。たとえば、環

境への影響を調べるため、処分場内の

水質、土壌などの調査を定期的に行っ

ています。処分場の地下水等の水質

検査やダイオキシン類の調査では、環

境基準を下回る数値となっており、処

分場および周辺地域の環境が守られ

ていることが確認されています。

また、処分組合では二ツ塚処分場の

安定利用を図るため、平成１０年に「第

２次廃棄物減容（量）化基本計画」を

策定し、計画的なごみの減量化を推進

してきました。計画は着実に成果をあ

げ、ごみの搬入量は平成１５年度以降

減少の傾向を示しています。

一方で二ツ塚処分場の埋立量は、

平成１７年１１月現在で全体の４割を超

えました。このペースで埋立が進めば、

１０年以内に二ツ塚処分場は満杯とな

ります。しかし、用地確保などの問題か

ら、新しい処分場をつくるのは困難な

状況です。このため、処分組合では新

たに「エコセメント事業」に取り組み始

めました。

エコセメント事業は、二ツ塚処分場

をより有効に活用していくために、平成

１１年２月から計画がスタートした新たな

取り組みです。

エコセメントとは、可燃ごみの焼却灰

を主原料として製造される、新しいタイ

プの土木・建築資材用セメントです。

JIS規格で普通セメントと同等の品質

をもつことが実証され、安全性も十分

に確認されています。

現在、二ツ塚処分場に運ばれてくる

ごみのうち、約７割が焼却灰です。これ

を資源としてリサイクルすることで、埋め

立てるごみの量を大幅に削減でき、処

分場の使用期限を延ばすことができま

す。

平成１６年１月に施設の建設に着工

し、現在、順調に工事が進んでいます。

造成・建設工事で発生する残土は二ツ

塚処分場の覆土として使用するなど、

環境に配慮した工事を行っています。

施設が完成して試運転を繰り返した

後、来春、いよいよ本格的に稼働しま

す。エコセメントは道路整備や建築資

材等に幅広く使われる予定です。

ごみ焼却灰を資源として活用するエ

コセメント事業は、ごみ問題を打開する

物質循環のモデルとして国内外から広

く注目を集めています。この事業の推

進により、多摩地域は資源循環型社会

を実現する環境先進地域として大きな

一歩を踏み出すことになります。

平成17年11月撮影。たった1年余で、
かなり埋立が進んでいます。

平成16年8月
撮影。

エコセメント化施設
全体の完成予定図。

着々と進むエコセメント化施設の建設工事。

ごみを減らすためには、まず、みんながごみを出さ
ないようにすることが大切です。普段の生活の中でも
のを大事に使い、いらなくなっても別のものに再利用
するなど、ごみを少なくする方法はいろいろあります。
下のエコチェックを参考にして、できるだけごみを出さ
ないように気をつけましょう。
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二ツ塚処分場

谷戸沢処分場

新 理 事：邑上守正（武蔵野市長）

常日ごろ当市を含む三多摩のごみ処理について、日の

出町の皆様のご理解とご協力に対し深く感謝を申し上げ

ます。私は市長就任2日目に最終処分場を視察しました

が半分近くが埋め立てられており、より一層のごみ減量

と資源化推進の必要性を痛感いたしました。

当市は昨年10月から家庭系ごみの有料化と戸別収集

を実施し、可燃ごみと不燃ごみについて前年と比較する

と約18％減量することができました。今後も市民の皆

様のご協力を得ながら一層のごみ減量施策を推進してま

いります。また、組合理事としても精一杯努力をしてまい

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

新副管理者：細渕一男（東村山市長）

このたび、処分組合の副管理者に就任いたしました。

いま、私たちは便利で豊かな生活を求める一方で、地球

の資源を浪費し続けており、温暖化や環境破壊などで地

球に負荷を与え続けています。未来を考えた場合、いま

できることはなんなのかを考え、環境問題に取り組むこ

とが必要です。これからも、ごみの減量化と資源化に各

市が取り組み、各組織団体の皆さんと連携しながら、責

任を持って最終処分場の運営に取り組んでまいります。

新副管理者：黒須隆一（八王子市長）
多摩25市1町のごみの最終処分は、市民生活に大き

な影響を与える最重要事業です。日の出町の皆様にはこ

の事業運営への多大なご理解、ご協力に深く感謝申し上

げます。私は環境省中央環境審議会の専門委員会におい

て地方自治体代表として、「『もったいない』が生み出す資

源」をテーマにエコセメント事業の有用性などを訴え、多

摩地域のごみ処理の先進性を報告してまいりました。多

摩各市においても次々にごみの減量施策が行われ、更に

次のステップへの取り組みとして、発生抑制の推進が大き

な課題となっております。こうした背景と現状を真摯に受

けとめ、副管理者として就任した重責を全力で果たす決

意でおりますので、よろしくお願いします。

谷戸沢処分場内の植栽。

さまざまな野鳥が見られる清流復活用貯水池。

ススキが秋の訪れを伝える谷戸沢処分場。

［ごみ減量のエコチェック］
□できるだけものを大切に使っている
□食べ残しをしないようにしている
□必要のないものは買わない
□買い物のとき、マイバッグを持っていく
□リサイクル商品を使っている
□フリーマーケットなどを利用している
□資源回収に協力している
□ごみはきちんと分けて出している
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今日からさっそく
チャレンジ!!
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貯水池で見られるコガモ。
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